
人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報

復興へのご支援に心から感謝します

２０１4
№ 569

８

主
な
内
容

● 消防操法地区大会で村消防団活躍 � ２㌻
● 北山崎断崖クルーズ観光船就航 � ４㌻
● 漁協自営定置網再開 ������ ８㌻
● 村議会だより ��������� 15㌻

板橋の熊谷イスさんは 97 歳。今年も元気に夏を迎え、
畑作業で汗を流しています。（関連記事は 20 ページ）

98 回目の夏、元気です
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 魅せた！消防団魂

Ｗ　
県
大
会
出
場
！

で

田野畑村消防団岩手県消防協会宮古地区支部消防操法競技会
　自動車ポンプの部　２分団１部（島越）　２位
　小型ポンプの部　４分団（田野畑）　２位

　
宮
古
地
区
支
部
消
防
操
法
大
会
が
７
月
６
日
、
宮
古
消
防

署
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
古
広
域
４
市
町
村
か
ら
自
動
車

ポ
ン
プ
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
６
チ
ー
ム
が

出
場
。
本
村
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
２
分
団
１
部
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
４
分
団
が
出
場
し
、
ど
ち
ら
も
２
位
と

な
り
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
は

平
成
22
年
以
来
４
年
ぶ
り
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
20
年
以
来

６
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

　
２
つ
の
部
門
で
同
時
に
県
大
会
に
出
場
す
る
の
は
村
消
防

団
史
上
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

ポンプ車周りを素早く処理し、好タイムにつなげた 2 分団 1 部

２分団１部　要員
担当 階級 氏名

指揮者 班長 三
み

浦
うら

明
あけ

治
はる

１番員 団員 三
み

浦
うら

昌
まさ

樹
き

２番員 団員 三
み

浦
うら

太
た

知
ち

３番員 団員 三
み

浦
うら

日
ひ

色
いろ

４番員 団員 三
み

浦
うら

基
もと

貴
き

補欠員 団員 工
く

藤
どう

賢
けん

二
じ

補欠員 団員 佐
さ

々
さ

木
き

駿
しゅん

也
や

４分団　要員
担当 階級 氏名

指揮者 班長 佐
さ

藤
とう

　勉
つとむ

１番員 団員 三
み

浦
うら

貴
たか

翔
ひろ

２番員 団員 小
こ

松
まつ

山
やま

久
ひさ

幸
ゆき

３番員 団員 佐
さ

藤
とう

　剛
つよし

補欠員 団員 畠
はたけ

山
やま

正
まさ

也
や

補欠員 団員 野
の

崎
ざき

　啓
ひろむ

２分団１部（島越）
　　　　　　自動車ポンプの部

４分団（田野畑）
　　　　　　小型ポンプの部

　
６
月
か
ら
週
に
５
日
、
浜
岩
泉
の
堆

肥
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
練
習
を
重
ね
た

４
分
団
。

　
本
番
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
１
番

目
に
登
場
。
会
場
に
緊
張
感
が
漂
う
中

の
操
法
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
要
員
が

緊
張
を
は
ね
の
け
正
確
な
操
法
を
披

露
。
宮
古
市
消
防
団
第
37
分
団
に
次
ぐ

73
・
０
点
の
得
点
で
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
指
揮
者
を
務
め
た
佐
藤
勉
つ
と
む

班
長
は

「
み
ん
な
が
練
習
ど
お
り
の
力
を
フ
ル

に
発
揮
で
き
た
こ
と
、
ま
た
１
番
ク
ジ

を
引
け
た
こ
と
が
勝
因
。
県
大
会
で
も

順
位
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
た

ち
の
力
を
出
し
切
る
こ
と
を
目
標
に
頑

張
り
ま
す
」
と
謙
虚
に
語
り
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
週
に
５
日
、
平
井
賀
漁
港

北
岸
壁
で
練
習
を
重
ね
た
２
分
団
１

部
。
当
日
は
、
指
揮
者
の
明
瞭
な
指
揮

に
よ
り
、
１
か
ら
４
番
員
ま
で
素
早
い

ホ
ー
ス
展
張
と
通
水
、
的
確
な
車
両
操

作
な
ど
に
よ
り
ミ
ス
の
な
い
操
法
を
披

露
。
宮
古
市
消
防
団
第
13
分
団
に
次
ぐ

１
６
５
・
５
点
の
得
点
で
２
位
と
な
り

ま
し
た
。

　
指
揮
者
を
務
め
た
三
浦
明あ
け

治は
る

班
長
は

「
練
習
と
同
じ
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
感
で

規
律
や
節
度
も
良
く
で
き
た
。
県
大
会

で
は
８
位
以
内
の
入
賞
を
目
指
し
、
自

分
た
ち
の
操
法
を
や
っ
て
き
た
い
」
と

力
強
く
語
り
ま
し
た
。 ２

分
団
１
部･

４
分
団

県大会同時出場は
　　　　　　　村消防団史上初！

佐々木本部長（左）、畠山団長（左から２番目）と要員

終始緊張感がみなぎ
り、きびきびとした
操法をみせました

タイム、規律とも完
璧な操法に見ていた
団員は勝利を確信（右）

第１、２線とも練習どおりのタイムで火点を射止めました

操法前、最も緊張する場面
も、要員をリラックスさせ
るのに多くの団員が尽力

小型ポンプの部、１番目の
披露だったが、ミスのない
安定した操法は他の参加分
団の重圧となりました

　

抜群の安定感は積み重ねた練習の成果

畠山保幸団長の宮古地区操法大会総括
　
２
部
門
で
の
同
時
県
大
会
出
場
は
快
挙
。

本
村
は
出
場
分
団
を
輪
番
制
に
し
て
い
る
の

で
村
消
防
団
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
県
大
会
で
は

練
習
し
た
力
を
発
揮
で
き
れ
ば
、
結
果
は
自

ず
と
つ
い
て
く
る
と
信
じ
て
、
全
力
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

４分団は初めての県大会出場。歴史に名を刻みました
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北山崎断崖クルーズ観光船就航
三陸ジオパークを海から体感

約
３
年
４
カ
月
ぶ
り
の
出
港

　
東
日
本
大
震
災
後
に
運
航
を
休
止
し

て
い
た
㈱
陸
中
た
の
は
た
の
北
山
崎
め

ぐ
り
観
光
船
が
７
月
26
日
、「
北
山
崎

断
崖
ク
ル
ー
ズ
」
と
し
て
定
期
運
航
を

再
開
し
ま
し
た
。

　
21
日
、
運
航
再
開
に
先
立
ち
、
島
越

漁
港
で
観
光
船
就
航
式
と
発
着
施
設
落

成
式
が
行
わ
れ
、
約
３
年
４
カ
月
ぶ
り

の
観
光
船
の
姿
に
集
ま
っ
た
地
域
住
民

か
ら
大
き
な
歓
声
が
湧
き
ま
し
た
。

新
船
は
誘
致
企
業
が
建
造

　
新
観
光
船
は
震
災
後
に
山
田
町
が
誘

致
し
た
造
船
業
の
㈱
テ
ィ
エ
フ
シ
ー
に

昨
年
12
月
末
に
発
注
、
設
計
を
進
め
４

月
30
日
に
起
工
、
６
月
28
日
に
山
田
町

で
進
水
し
、
島
越
漁
港
へ
は
７
月
17
日

に
入
港
し
ま
し
た
。

　
㈱
テ
ィ
エ
フ
シ
ー
神か

ん

原ば
ら

潤じ
ゅ
ん

代
表
取
締

役
社
長
は
「
新
観
光
船
の
建
造
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
大
変
誇
り
に
思
い
ま

す
。
震
災
後
に
山
田
町
に
工
場
を
立
地

し
、
山
田
町
や
宮
古
市
な
ど
か
ら
15
人

の
雇
用
を
確
保
し
、
三
陸
の
復
興
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。
新
観
光
船
の
建
造

に
あ
た
り
、
社
員
一
同
こ
の
船
を
仕
上

げ
、
三
陸
地
域
の
励
み
に
な
れ
る
よ
う

に
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
」
と
就
航
へ

の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
　

目
標
は
震
災
前
の
乗
客
数

　　　
新
観
光
船
の
船
長
を
務
め
る
正し

ょ
う

路じ

隆た
か

弘ひ
ろ

さ
ん（
39
）は
「
全
国
の
皆
さ
ん
の
支

援
や
励
ま
し
を
受
け
て
、
よ
う
や
く
再

開
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

新
造
船
な
の
で
安
全
第
一
の
運
航
を
心

掛
け
、
ま
ず
は
震
災
前
の
乗
客
数
ま
で

戻
せ
る
よ
う
に
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。
お
客
様
に
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
を
誇
る
「
み
の
し
た
断
崖
」
や
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
通
り
穴
」
を
ぜ
ひ
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
新
し
い
制

服
に
身
を
包
み
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

北山崎断崖クルーズ観光船
　村民(限定)無料乗船券

北山崎断崖クルーズ観光船

　船長　正
しょう

路
じ

隆
た か

弘
ひ ろ

さん観光船の見所のひとつ「通り穴」

新観光船名は　 　　　　（さんりくごう）に決定！

◆審査・選定基準
　観光客の皆さんが北山崎断崖クルーズ観光船に「乗りたい」と思って頂けるよう、海のイメージを美し
く表す名前であること、復興推進への期待と将来の希望を世界に示す名前であること、三陸の皆さんに一
緒に頑張ろうと呼びかける名前であることの、三点を基準に選定しました。
　優秀な作品や同じイメージの命名が多く、選定が難航した結果、当初の規定数を超えての受賞といたし
ました。
　副賞は別途発送いたします。学校経由の応募分は、学校経由で副賞をお渡しします。
◆問い合わせ
　命名や副賞などに関するすべての問い合わせはホテル羅賀荘（☎ 33-2611）まで。

   広報たのはた６月号で募集していた新観光船の名称は、162 件の応募の中から下記のとおり決定しました。

◆命名賞：　( 副賞：ホテル羅賀荘ペア夕食券 )
船名 氏名 学年 氏名 学年

SUN　RIKU　GO 鈴
すず

木
き

優
ゆう

太
た

小５ 鈴
すず

木
き

　海
うみ

小５
　船名の 3 つのイメージ
　　① 三陸は前に進むぞ！復興推進への希望というイメージ
　　② 観光客の皆さんへ「三陸、行こう！」というイメージ
　　③ SUN は英語で太陽、三陸は日出ずる所というイメージ

◆優秀賞（副賞：山海ろばたハウスペア昼食券）
船名 氏名 学年 船名 氏名 学年

手をつな号 岡
おか

野
の

晴
はる

希
き

小２ ふるさとごう 大
おお

澤
さわ

典
のり

佳
か

小２

◆感動賞（副賞：ペア乗船券）
船名 氏名 学年 船名 氏名 学年

たいよう丸 大
おお

澤
さわ

真
ま

帆
ほ

小１ 三陸船 三
み

上
かみ

歩
あゆ

美
み

小４

ホワイトブルー 佐
さ

々
さ

木
き

美
み

野
の

里
り

小４ ブルーホワイト 佐
さ

藤
とう

深
み

子
こ

小４

三陸アクアマリン号 穂
ほ

高
だか

成
なる

美
み

小 5 三陸復興丸 武
たけ

井
い

柊
しゅ

詩
うた

朗
ろう

小５

三陸・島越船 齋
さい

藤
とう

未
み

来
らい

小５ 北三陸船 馬
ば

場
ば

愛
まな

美
み

小 6

北三陸シャクナゲ号 佐
さ

藤
とう

弥
みゅう

優 小６ 海碧（かいせい） 大
おお

川
かわ

友
とも

美
み

中３

◆アイディア賞（副賞：乗船券）
船名 氏名

たのはたまたクルーズ（また来るづ～） 清
きよ

川
かわ

末
すえ

広
ひろ

さん（和野）

たのはたいっき丸（一気に進む） 上
かみ

山
やま

明
あけ

美
み

さん（田野畑）

命名者となった鈴木優太さん（左から2番
目）と 鈴 木 海 さん（右端）が除幕式で船名
を発表しました

問い合わせ先：観光船発着所（☎ 33-2113）

本券を切り取りご持参ください、ご家族様全員を無料ご招待いたします。
なお、地域の団体様でご利用の場合はご相談ください。
※１回のみ、平成 26年９月 30日㈫まで有効。
　ただし、混雑を避けるため８月 13 日㈬～ 16 日㈯は利用できません。
　コピーは無効です。

運航時刻（所要時間約 50 分）

運賃

新観光船は総トン数 19 トン、アルミ合金製、旅客定員 92 名

テープカットで就航式の盛り上がりは最高潮

１便 ９:15 ２便 12:15
３便 14:20 ４便 15:30

大人 1,460 円 小人 730 円
※ 15 名以上で団体割引有り
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在京田野畑村ふるさと会だより
　第 16 回在京田野畑村ふるさと会総会が６月 22 日㈰、午後２時から渋谷道玄坂の庵
GURI（オーナー久慈英

ひで

朗
あき

さん：菅窪出身）において盛大に開催されました。
　当日は石原村長、鈴木村議会議長のほか役場職員２名が遠路田野畑から出席。この他
に宮古下閉伊地区の在京ふるさと会代表、早稲田大学思惟の森の会 OB 会などの来賓 22 名、
ふるさと会（会員約 250 名）からは 40 名余りの出席者がありました。
　総会冒頭に東日本大震災犠牲者と物故村民に 1 分間の黙とうの後、小原八

はち

郎
ろう

会長（羅賀
出身）のあいさつに続いて石原村長から村政報告がありました。大震災から３年３ケ月が
経過し、高台移転団地の土地造成完了、羅賀東団地の災害公営住宅には入居完了の説明
があり、参加者は一様に郷里の復興を心待ちにしている様子でした。
　総会は、前原克

かつ

郎
ろう

幹事長（羅賀出身）から平成 25 年度の事業報告と平成 26 年度予算案
の説明があり、承認を含め約 30 分で終了しました。
　総会の後はお楽しみの懇親会。会場は中村志

し

会
え

之
の

助
すけ

さん（羅賀出身）が２台のプロジェ
クターから大型スクリーンに村の近況映像を映し会場を盛り上げてくれました。
　庵 GURI の名物料理、田野畑の「どんこ汁」は人気があり、これが楽しみで出席する常
連の来賓がいます。皆お互いに郷里への思いが強く、二次会へと話しが弾みました。
　来賓として参加した早稲田大学思惟の森の会 OB 会の小田博

ひろ

史
し

副会長からは、父親の故
小田泰

たいち

市教授の田野畑村での思惟の森構想に寄せた情熱と、今まで以上に田野畑村と早
稲田大学の絆を強くしたいという思いを伺う事が出来ました。
　今、地方の過疎化が話題になりますが、藻

も

谷
たに

浩
こう

介
すけ

著の「里山資本主義」によって村や
町の活性化をどう実現させたらいいか皆で熱い議論を交わしました。栃木県那珂川町の
温泉水によるトラフグ養殖などはその一例だと思いますが、田野畑にも「里山資本主義」
によって新しい雇用が生まれることを切望します。若者が仕事を求めて都会へ来なくて
もいい時代にしないと地方の過疎化は避けられないと感じています。若くして都会へ来
て、やがて還暦を迎えます。会社を退職して年金生活を迎えたら生まれ故郷への U ター
ン運動を起こそうと思っています。（畠山隆

たか

雄
お

さん（羅賀出身）より寄稿）

 在京田野畑ふるさと会 
 から定期総会開催にあ
 たりメッセージをいた
 だいたので紹介します

　
土
・
日
・
祝
日
の
住
民
票
と
印
鑑

　

証
明
書
の
発
行
は
事
前
予
約
制
に

　
10
月
か
ら
土
・
日
・
祝
日
の
住
民
票

と
印
鑑
証
明
書
の
発
行
は
事
前
予
約
制

に
な
り
ま
す
。

◆
予
約
方
法
…
電
話
で
予
約

◆
受
付
時
間
︙
金
曜
日（
祝
日
の
場
合

　
は
直
前
の
休
日
で
な
い
日
）の
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

◆
予
約
で
き
る
人
…
本
人
ま
た
は
同
一

　
世
帯
の
人
。
予
約
の
際
に
氏
名
、
生

　
年
月
日
、
住
所
、
受
取
希
望
日
、
受

　
取
人
氏
名
、
連
絡
先
な
ど
を
お
聞
き

　
し
ま
す

　
印
鑑
証
明
書
を
予
約
さ
れ
る
場
合
は
、

　
登
録
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録
番

　
号
も
お
聞
き
し
ま
す

◆
受
取
時
間
…
土
日
祝
日
の
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

◆
受
取
方
法
…
受
取
人
の
本
人
確
認
書

　
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）と
手
数
料（
１

　
通
３
０
０
円
）を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。
印
鑑
証
明
書
を
受
け
取
る
場
合

　
は
印
鑑
登
録
証
も
必
要
で
す
。
窓
口

　
で
申
請
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

　
す
。
手
数
料
の
支
払
い
に
は
釣
り
銭

　
が
で
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

　
ま
す

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境

　
課（
☎
34-

２
１
１
４
　
内
線
25
）

お知らせ

村と広域消防の

職員採用試験を実施

田
野
畑
村
職
員

◆
職
種
…
初
級
事
務
・
３
人
程
度

　
　
　
　
初
級
土
木
・
１
人
程
度

　
　
　
　
中
級
保
健
師
・
１
人
程
度

　
　
　
　
中
級
栄
養
士
・
１
人
程
度

◆ 

受
験
資
格

　

● 

初
級
事
務
…
昭
和
55
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
は
問

い
ま
せ
ん
）

　
● 

初
級
土
木
…
昭
和
45
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
以

上
の
土
木
系
学
部
・
学
科
を
卒
業

し
た
人
（
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）、

ま
た
は
土
木
系
業
務
の
実
務
経
験

５
年
以
上
で
、
土
木
施
工
管
理
技

士
、
監
理
技
術
者
、
技
術
士
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

　
●
中
級
保
健
師
…
昭
和
50
年
４
月
２

　
　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健

　
　
師
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

　
　
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
資
格
を

　
　
取
得
す
る
見
込
み
の
人
（
採
用
時

　
　
に
保
健
師
資
格
取
得
が
必
須
）

　
●
中
級
栄
養
士
…
昭
和
50
年
４
月
２

　
　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
栄
養

　
　
士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平

　
　
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
資
格
を

　
　
取
得
す
る
見
込
み
の
人
（
採
用
時

　
　
に
栄
養
士
資
格
取
得
が
必
須
）

◆ 

１
次
試
験
…
９
月
21
日
㈰
　
午
前
９

時
30
分
受
け
付
け
・
10
時
試
験
開
始
、

県
立
宮
古
商
業
高
校

◆ 

２
次
試
験
…
10
月
中
旬
、
村
役
場
。

個
人
面
接
試
験
な
ど
を
実
施
予
定

◆ 

受
付
期
間
…
８
月
18
日
㈪
ま
で
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　（
た
だ
し
土
日
を
除
き
ま
す
）

◆ 

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
役
場
総

務
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
用
紙
を
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
は
、
あ
て
先
を
明
記
し
た

　
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
１
２
０

　
円
切
手
を
貼
付
）を
同
封
の
上
、
封

　
筒
の
表
面
に
「
試
験
案
内
請
求
」
と

　
朱
書
き
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
郵

　
便
請
求
は
８
日
㈮
到
着
分
ま
で
受
け

　
付
け
ま
す

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
村
役

場
総
務
課
（
〒
０
２
８

－

８
４
０
７

　 

下
閉
伊
郡
田
野
畑
村
田
野
畑
１
４
３

－

１
　
☎
０
１
９
４

－

34

－

２
１
１

　
１
　
内
線
11
）

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◆ 

１
次
試
験
…
９
月
21
日
㈰
　
午
前
９

時
30
分
受
け
付
け
・
10
時
試
験
開
始
、

県
立
宮
古
商
業
高
校

◆
最
終
試
験
…
10
月
、
宮
古
市
民
総
合

　
体
育
館

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
古

地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
総
務

課
職
員
係
（
〒
０
２
７

－

０
０
７
２

　 

宮
古
市
五
月
町
２

－

１
　
☎
０
１
９

　
３

－

71

－

１
１
９
３
）

広
域
行
政
組
合
消
防
職
員

◆ 

職
種
…
初
級
消
防
・
12
人
程
度

◆ 

受
験
資
格
…
平
成
元
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
高
校
卒
業
以
上
（
卒
業

見
込
み
含
む
）
の
学
歴
を
有
す
る
人

◆
受
付
期
限
…
８
月
15
日
㈮

　
※
午
後
５
時
15
分
必
着

◆ 

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
広
域
行

政
組
合
消
防
本
部
と
管
内
の
消
防
署
、

分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
消

　平成27年度採用予定の「田野畑村職員」と「宮古
地区広域行政組合消防職員」の採用試験を実施しま
す。受験を希望する人は忘れずに申し込んでください。

応援職員・任期付き職員紹介

盛岡市から保健師の派遣
職員で応援に入りました。
できることを精いっぱい
頑張ります。

北上市出身の 28 歳です。
アズビィ仮設住宅で生活
しています。復興の力に
なれるよう頑張ります。

角
か く

舘
だ て

 春
は る

美
み

保健福祉課
　　主査　 千

ち

葉
ば

 新
し ん

平
ぺ い

保健福祉課
　　主事　

任期
付き

安心安全の地域づくりを共に！ 村の復興を一緒に成し遂げよう！



RUN

皆
で
団
結
し
て
大
漁
目
指
す

　　
自
営
定
置
網
の
再
開
に
あ
た
り
、
代
表

を
務
め
る
大
謀
の
佐
藤
広
為
さ
ん（
38
）は

「
限
ら
れ
た
人
数
で
操
業
し
て
い
る
の
で

け
が
を
し
な
い
よ
う
、安
全
第
一
を
心
が

け
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
団
結
し
て
秋
か

ら
の
サ
ケ
漁
で
は
大
漁
を
目
指
し
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
番
屋
の
整
備
や
作
業
倉
庫
の
確
保
な
ど
、

ま
だ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、漁
協
が
復
興

を
予
定
し
て
い
た
定
置
網
は
全
て
再
開
。

今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
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国
の
事
業
を
活
用
し
て
再
開

　
再
開
し
た
村
漁
協
自
営
定
置
網（
佐
藤

広ひ
ろ

為た
め
・
大だ
い

謀ぼ
う 

乗
組
員
13
人
）は
、国
の
「
が

ん
ば
る
漁
業
復
興
支
援
事
業
」を
活
用
し
、

羅
賀
漁
場
と
た
な
く
ぐ
り
漁
場
の
２
漁
場

で
の
操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

羅
賀
漁
場
で
夏
網
を
操
業
開
始
、
秋
サ
ケ

漁
ま
で
に
た
な
く
ぐ
り
漁
場
へ
も
網
を
入

れ
、
安
定
操
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
村
漁
協
の
中
村
芳よ
し

正ま
さ

代
表
理
事
組
合
長

は「
再
開
し
た
自
営
定
置
網
の
２
漁
場
は
、

潮
流
が
穏
や
か
で
、
水
深
も
浅
い
の
で
作

業
し
や
す
く
、
網
へ
の
負
担
も
小
さ
い
漁

場
で
す
。
震
災
の
影
響
で
３
年
間
、
サ
ケ

稚
魚
を
放
流
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
数

年
間
は
サ
ケ
の
回
帰
率
が
不
安
材
料
と
な

り
ま
す
が
、
自
営
定
置
網
は
村
の
水
産
業

と
漁
協
経
営
の
柱
と
な
る
事
業
な
の
で
年

間
漁
獲
目
標
額
の
約
１
億
１
千
万
円
を
達

成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
再
開

し
た
自
営
定
置
網
を
含
め
、
村
漁
協
管
内

の
定
置
網
と
磯い
そ

建だ
て

網
で
約
75
人
の
漁
業
者

の
雇
用
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
漁

業
者
の
生な
り

業わ
い

再
生
に
尽
力
し
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

田野畑村漁業協同組合自営定置網再
開
!!

東日本大震災で漁船は損壊、網は流
失する大きな被害を受けた村漁協自
営定置網。国などの支援を受けて、
漁船や網などを整備し、約３年４カ
月ぶりに操業が再開しました。

７月 22 日、サバを中心に約 4.5 トンの漁獲

田野畑村漁業協同組合
代表理事組合長

　　　中
な か

村
む ら

芳
よ し

正
ま さ

さん

羅賀漁場

たなくぐり漁場

明戸浜 弁天崎

羅賀漁場は明戸～弁天崎付近の県道沿いから見
ることができます

田野畑村漁業協同組合
自営定置網大謀

　　　佐
さ

藤
と う

広
ひ ろ

為
た め

さん

熊
く ま

谷
が い

百
も も

花
か

選手（田野畑中３年）

共通女子 800m で全国大会出場

岩手県中学校総合体育大会　県大会結果
平成 26 年 7 月 19 日㈯～ 21 日㈪

◆バスケットボール男子
　１回戦　対　金ケ崎中 46-58 で敗退
◆ソフトテニス女子
　・個人戦
　　畠山・早野組　１回戦　対 甲子中 １ - ４ 敗退　
　・団体戦
　　１回戦　対　気仙中 ２ - １ 勝ち
　　２回戦　対　宇部中 １ - ２ 敗退
◆卓球
　・個人戦　工藤未

み

悠
ゆ

　１回戦　対　興田中 ０ - ３ 敗退
◆陸上競技
　・熊谷百

も も

花
か

　共通女子800m第２位　２分16秒92（大会新記録）
　・田河原篤

あ つ

史
し

　１年男子1500m　決勝進出で12位
　・中里実

み

保
ほ

　共通女子砲丸投げ　決勝進出で９位
　・低学年男子４×100mR　総合順位10位

男子バスケットは善戦するも惜敗共通女子 800m。熊谷百花選手の全国レベルの会心の走り！

　７月 19 日～ 21 日、北上総合運動
公園陸上競技場（北上市）で開催され
た県中学校総合体育大会陸上競技の
共通女子 800m において、熊谷百花
さんが全国大会に出場することがで
きる標準記録２分 17 秒を 0.08 秒切
る２分 16 秒 92（大会新記録）の好タ
イムで２位となり、全国大会への出
場権を獲得しました。
　熊谷さんは「２位だったので悔し
さが残りました。全国大会では自己
ベストを更新して予選を突破し、準
決勝まで進みたいです」と強い決意
を語りました。
　第 41 回全日本中学校陸上競技選
手権大会は香川県丸亀市で８月 17

日から行われます。
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　７月12日、アズビィ楽習センターで、㈱
富士通コンピュータテクノロジーズが震災
復興支援事業「家族ロボット教室」を開催
し、小学生と保護者の16組が参加しました。
　車輪のついたロボットにコンピューター
で行動をプログラミングし、指示どおりに
前後左右に動かすことに挑戦。ロボット
レースで優勝した佐々木優

はる

斗
と

くん（田野畑
小２年）は「お父さんと一緒にプログラミ
ングに挑戦して優勝できたので楽しかった
です」と親子の時間を楽しめた様子でした。

親子でロボットをプログラミング

七夕飾りで交通安全を呼び掛け
　７月３日、たのはた児童館（中里民

たみ

子
こ

館
長、園児49人）の園児たちが、七夕飾りで
交通安全を呼び掛けました。
　園児たちは、田野畑駐在所前に交通安全
の願いを書いた短冊と笹を飾り付け、国道
を走るドライバーに交通安全を呼び掛けた
あと、高齢者世帯を訪問し、手作りの七夕
飾りとメッセージカードを贈りました。
　参加した佐々木望

も

子
こ

ちゃん（５つ）は「み
んなが事故に遭わないように七夕にお願い
しました」と笑顔を見せました。30度近い暑さの中、メッセージを受け取った人も交通安全を誓いました

羅賀港まつりで「大宮神社」コラボ
　羅賀自治会（畠山拓

たく

雄
お

会長）は７月26日、
羅賀港まつりを開催しました。今年は盛岡
市本宮の「大宮町内会」がまつりに参加。ど
ちらも「大宮神社」と「大宮神楽」を持つ自治
会と町内会として初めて交流しました。
　みこしを担いだ栗

く り

林
ばやし

直
な お

気
き

さん（盛岡市立
大宮中３年）は「田野畑にも大宮神社があ
り、神楽もあると知って驚きでした。これ
からも交流できたらいいですね」と笑顔を
見せました。８月16日には羅賀自治会が大
宮町内会の祭りに参加し、神楽を披露します。

　第 32 回村スポーツ少年団本部長杯争奪
バレーボール大会が７月12日、アズビィ体
育館などで開催され、県内の16チームが熱
戦を繰り広げました。
　村スポーツ少年団の穂高育

いく

雄
お

本部長は
「多くのチームに参加していただきありが
たい。他地域の子どもたちとの交流をとお
して、たくましく健やかに成長してほしい」
と語りました。
　優勝は江刺家ジュニアクラブ A（九戸
村）、田野畑 VBC は６位と健闘しました。

スポ少バレー大会16チーム熱戦
　７月17日、若桐保育園（鈴木康

やす

子
こ

園長、
園児40人）あさがお組（年長）12人によるち
びっ子鹿踊隊が寿生苑を訪問し、練習を重
ねた菅窪鹿踊などを披露しました。
　鹿踊を披露した中村春

はる

樹
き

くん（６つ）は
「緊張でドキドキしたけど、うまく踊れま
した」と笑顔を見せました。生活支援ハウ
スで生活する柳澤サワヨ（91）さんは「ひ孫
くらいの子どもたちの踊りを見られて大変
楽しめました」と子どもたちと握手を交わ
し目を細めました。　

ちびっ子鹿踊が寿生苑を訪問

強烈なサーブで相手をね
じ伏せた兼田キャプテン

ふるさと体験学習で自然を満喫
　田野畑小学校５年生24人は７月３、４日
の両日、村内各所を見学体験するふるさと
体験学習を行いました。
　３日は、甲地で山地酪農を営む吉塚公

きみ

雄
お

さんの農場を訪問。広大な放牧地で吉塚さ
んが営農開始からプライベートブランド牛
乳を始め、現在に至るまでの話を聞き、バ
ターづくりなどを体験しました。参加した
君
きみ

成
なり

田
た

想
こころ

さんは「牧場は広くて歩くのが大
変でしたが、とてもきれいで村の自然の素
晴らしさを体感できました」と語りました。

大宮町内会の中学生は羅賀青年会と一緒にみこしを担ぎ交流を深めました

約14ｈａの放牧地で自然を満喫。大きな牛が山頂まで駆けるように登っていく

16チーム、157人がエントリー

声を出して気合いを入れる田野
畑VBCの選手たち

鹿をイメージした帽子が超キュート。
踊りは緊張気味でした（笑）

「元気に長生きしてね」
と入所者と握手を交わ
す子どもたち

親子で一緒にプログラミング。小学生は難しいパソコン操作もサクサクこなします
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●知 いろいろなお知らせ

●募 参加者などを募集中 火　災
（６月21日～７月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（７月20日現在） 497日

人口と世帯
７月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,688人（- 7）
 　男　  1,830人（- 2）
 　女　  1,858人（- 5）
 世帯  1,427世帯（- 1）

●知

　マレットゴルフ場を無料で開
放します。また無料開放日には
マレットゴルフ教室も開催しま
すので利用してください。
◆開放日�８月20日㈬、９月10

　日㈬、10月８日㈬、11月12日
　㈬、12月10日㈬ 

　※開放日は原則第２水曜日と
　し、８月のみ第３水曜日です
◆開放時間�午前９時～午後６

　時 ( または日没まで )

◆教室開催時間�無料開放日の
　午前９時～ 10 時
◆用具の貸し出し�無料
◆その他�マレットゴルフ教室
　の参加希望者は事前に教育委
　員会まで申し込んでください
◆申し込み・問い合わせ先�教
　育委員会（☎34-2226 内線 12）

マレットゴルフ場を無料開放

寿生会で職員を募集

　社会福祉法人寿生会では、次
のとおり職員を募集しています。
◆ 職種・人数�調理職・２人、

介護職・２人（正職員。希望
によりパートも可）

◆採用期日�随時
◆ 必要資格�普通自動車運転免

許（職務に必要な資格は働き
ながら挑戦できます）。学歴・
年齢は不問

◆ 給与�月給制129,700円～
　　　　パートは時給800円～
　　　　※昇給年１回
◆ 加入保険�雇用、労災、健康、

厚生、退職共済
◆ 各種手当�扶養、通勤、住宅、、

賞与年２回（６月、12 月）
◆ 応募方法�詳しくは電話で問

い合わせてください。面接は
随時対応します

◆ 応募・問い合わせ先�社会福
祉法人寿生会（☎33-3221　
担当：佐々木、中机）

●募

　国土調査による土地登記の完
了に合わせて、平成27年度から
全村で登記面積と課税面積を一
致させて課税を行います。
　それに伴い、固定資産税額が
変更になる場合がありますので
ご留意ください。
　なお、国土調査後に分合筆が
行われている土地は、すでに登
記面積で課税されており変更は
ありません。　
　課税は４月に行いますが、所
有している土地について確認し
たい人は随時お問い合わせくだ
さい。
◆問い合わせ先…税務会計課　
　（☎34-2112　内線 34）

●知 土地の課税面積が変わります

マレットゴルフ協会長杯開催

　第１回田野畑村マレットゴル
フ協会長杯が開催されます。
◆日時�８月 24 日㈰午前９時～
　（受付は午前７時 30 分～８時
　30 分）
◆参加料�１人1,500円(弁当・
　プレー代 )

◆場所�村マレットゴルフ場
◆競技方法�男女別の２部門、  
　36ホール、パー144によるス
　トロークプレー
◆申込締切�８月 20 日㈬
◆参加資格�どなたでも参加可能
◆申し込み・問い合わせ先�ひ
　らいが海荘内 (畠山拓雄)（☎
　33-2456）

●募 警察官と警察事務を募集

　平成27年４月１日採用予定の
警察官Ｂと警察事務Ⅱ種・Ⅲ種
の採用試験を実施します。
◆種目・受験資格
　① 警察官Ｂ（男38人、女６人）

…昭和60年４月２日から平
成９年４月１日までに生ま
れた人（大学卒業者を除く）

　② 警察事務Ⅱ種（６人）…昭和
63年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた人

　③ 警察事務Ⅲ種（３人）…平成
５年４月２日から平成９年
４月１日までに生まれた人

（大学卒業者を除く）
◆申込期限�８月29日㈮
　※電子申請は８月22日㈮
◆ １次試験�９月21日㈰・宮古

市や久慈市など県内６カ所
◆ 問い合わせ先�田野畑駐在所
　 （☎33-3110）、県警察本部警務

課（☎0120-204-034）、ホームペー
　ジ http://www2.pref.iwate.jp/~

   hp0741/

●募 SONG OF HEAVEN
　８年目を迎えた野外音楽イベ
ント「ソングオブへヴン」。全
国各地で活動するアーティスト
が村を訪れ、村に元気を届けよ
うと熱い音楽を奏でます。
◆日時�８月８日㈮～10日㈰
　　　　午前10時～午後８時
◆ 場所�思惟大橋コミュニティ

ー公園
◆入場料�無料
◆ホームページ�http://blue

　condor.net/soh

 思惟大橋公園で音楽祭を開催

体力・運動能力調査を実施

　村教育委員会は、体力・運動能
力調査を実施します。
◆日時�８月23日㈯午前９時～
　正午（受付は午前８時30分～）
◆場所�アズビィ体育館
◆内容�長座体前屈、上体起こし
　など６種目（65歳以上の人は
　内容が異なります）調査結果
　は、参加者に後日送付
◆対象�成人以上（20～79歳）
◆申込期限�８月19日㈫
◆申し込み・問い合わせ先�教
　育委員会（☎34-2226）

●募

村で臨時職員を募集

◆募集職種�清掃作業員
◆業務内容�役場庁舎内清掃およ
　び敷地内環境整備（草取りなど）
◆募集人数�１人
◆勤務場所�役場
◆応募要件�なし
◆給与など�本村規定による（時
　給715円）
◆加入保険�雇用、労災、健康、
　厚生
◆任用期間�９月１日～平成27年
　１月 31日
◆勤務時間�月～金曜日の１日６

　時間程度
◆応募期限�8月15日㈮午後５時
　まで
◆応募方法�履歴書(写真付き)

　を提出してください。後日、応募
　者に面接の日時と場所をお知ら
　せします
◆応募・問い合わせ先�総務課
　(☎34-2111　内線 11)

●募

　夏休みに入り、海水浴や磯遊びをする機会が多くなるのではない
でしょうか。
　田野畑村海岸部には宮古層群と呼ばれる地層が露出しており、こ
れらの地層には様々な種類の白亜紀化石が多数包蔵されているた
め、当時の生態系を復元するための貴重な文化財です。特に、ハイ
ペ海岸とコイコロベ海岸は『田野畑の白亜紀化石産地』として昭和
41年に岩手県天然記念物に指定さ
れており、化石を採取することは
岩手県文化財保護条例により禁止
されています。また、田野畑村沿
岸部全域は三陸復興国立公園内に
位置しており、自然公園法により
保護されています。
　化石採取を発見した場合は、田
野畑村教育委員会(☎34-2226)また
は岩泉警察署田野畑駐在所(☎33-

3110)までご連絡ください。

貴重な化石の保護にご協力ください！

白亜紀化石層で見られる巻貝の化石

●知

　村教育委員会は、宝くじ助成
金を利用して、11月に伍代夏子・
大泉逸郎コンサートの開催を予
定しています。
　チケット購入方法など詳細に
ついては、広報９月号や世帯配
布のチラシでお知らせ予定です。
◆開催日時…11 月９日㈰午後
　１時 30 分～
◆会場…アズビィ体育館
◆問い合わせ先…教育委員会　
　　　　　　　（☎　34-2226）

宝くじ助成コンサートを開催

農振除外の申し出を受付中
　農地に住宅などを建築する場合、
農振除外と農地転用許可が必要で
す。手続きやその後の住宅建築な
どをスムーズに進めるため、申出
期限を設けて受け付けています。
　農地への住宅建築予定がある人
は早めの相談・申し出を心掛けて
ください。
◆受付期限�８月 29 日㈮、10 月
　31 日㈮、平成 27 年２月 27 日㈮
◆その他�申し出状況により期限
　を変更する場合があります
◆申し出・問い合わせ先…産業振
　興課（☎ 34-2111 内線 71）

やんべスっ！

相続に関する無料相談開催
◆実施期間�８月１日～ 29 日　
　（土日と 13 日～ 15 日は除く）
◆電話相談�0120-823-815（フ
　リーダイヤル）午前 10 時～午
　後１時
◆問い合わせ先�岩手県司法書
　士会事務局（☎ 019-622-3372）昼の放送メロディが村民歌に

　防災無線のお昼の音楽放送が
９月１日㈪から「田野畑村民歌」
のメロディに変わります。
　みなさんのご理解をよろしくお
願いします。
◆問い合わせ先�総務課
　(☎34-2111　内線 66)

●知
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〔平成26年６月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　奥地　陽茉里（ひまり）ちゃん　 
　　　　　　 卓也・裕恵子  菅　窪

　佐藤　凛（りん）ちゃん
　　　　　　祐樹・友花里　羅　賀

♥末永く　～結婚～
　前　原　  強　  羅　賀 

♥羅　賀
　十文字　和恵　洋野町

■安らかに　～お悔やみ～
　下　田　五　利（63）　島　越
　畠　山　久美子（59）　田野畑
　金　子　峯　子（73）　甲　地
　小野寺　美代子（63）　巣　合
　川　畑　ハ　ヤ（90）　羅  賀
　畠　山　リ　ヨ（85）　七  滝

 村議会だより

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長・中村勝明議員）で編集
したものです
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第７回定例会
　６月定例会は、会期を６月18日～20日の３日間で、19

日を議案思考日休会としての日程で開かれました。
　一般質問は、中村勝明議員、菊地大議員、の２人が登壇、
村の姿勢を質問しました。
　村長から提出された報告７件、議案８件を可決、議案撤
回１件を許可しました。

６月

７月 27 日、切符の販売など駅としての機能を一部再開した島越観光センター。駅前広場は来年夏以降完成予定

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (８月22日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ
 
１　北山崎断崖クルーズ観光
船の船名は？　　

　　Ａ）SUN　RIKU　GO
　　Ｂ）LET　IT　GO
　　Ｃ）少しも寒くないわ

Ｑ ２　11 月にアズビィ体育館で
コンサートをする歌手は？

　　Ａ）五代夏子＆小泉逸郎
　　Ｂ）伍代秋子＆大泉一郎
　　Ｃ）伍代夏子＆大泉逸郎

■前号（７月号）の正解
　Ｑ１→ A、Ｑ２→ A
■先月当選者
　 応募件数４件、全員正解でし

た。厳正なる抽選の結果、金
澤 拓 矢 さん（浜 岩泉）が 当 選。
景品は今月も熱中症対策グッ
ズや村岡花子文庫のしおりな
ど 5 点セットです。ぜひ感想
を添えてご応募ください。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（7月18日現在）

寄付金総額 3526万4260円
571件（村内119件、県内152件、県外300件）

取り崩し額 　　 359万0000円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3171万8438円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　　期間：８月４日㈪～９月１日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

８月
４日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室

「卓球・ソフトバレー教室」
アズビィ体育館

（11 日を除く月曜日）
20:00 ～

21:00 教育委員会

５日 ㈫
胃がん・大腸がん検診

高校仮設団地集会所 6:30~7:30
保健福祉課

（☎33-3102内線55）
羅賀コミュニティセンター 6:30~8:30

６日 ㈬
アズビィホール 6:30~8:30

アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（13 日を除く水曜日）

20:00 ～
21:00 教育委員会

８日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（15 日を除く金曜日）

19:00 ～
21:00 教育委員会

13日 ㈬ 診療所休診（～ 17 日㈰まで） 診療所

15日 ㈮ 第 53 回成人式 アズビィホール他   9:30 ～
12:00 教育委員会

20日 ㈬ 幼児健診 健診センター 13:00 ～
15:30

保健福祉課
（☎33-3102内線54）

21日 ㈭ あすからのくらし相談会 保健センター 13:00 ～
15:00

保健福祉課
（☎33-3102内線50）

23日 ㈯ 体力運動能力調査 アズビィ体育館  9:00 ～
12:00 教育委員会

29日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「ヨガ教室」 アズビィホール 18:45 ～

20:45 教育委員会

９月
１日 ㈪

介護保険料３期、後期高齢者医療保険料２期 生活環境課
（内線21）

村県民税２期、国民健康保険税３期 税務会計課（内線32）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

◆問い合わせ先�教育
　委員会（☎34-2226）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ

はまなす号巡回カレンダー 期間：８月27日㈬、28日㈭
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

８月27日��㈬
グループホームつくえ付近 9:40 ～ 10:00
北山地区総合センター 10:10 ～ 10:25

◆たんぽぽコース（真木沢・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

８月27日��㈬
佐藤進氏宅付近 11:05 ～ 11:20
望洋館 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

８月28日��㈭
産直プラザ尾肝要 9:45 ～ 10:00
山栄会リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:40
甲地公民館 10:50 ～ 11:05

ドア開き　潮風薫る　ふるさとの夏

♥♥
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は
医
療
費
の
一
部
負
担
が
免
除
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
期
間
は
今
年
の
12
月

で
終
了
と
な
り
ま
す
。
社
会
保
険
の

方
々
は
平
成
24
年
９
月
に
一
部
負
担
免

除
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
医
療

費
の
一
部
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
保
の

方
に
対
し
て
、
来
年
も
現
在
と
同
様
に

一
部
負
担
の
免
除
額
相
当
の
医
療
費
を

国
が
10
分
の
８
、
県
が
10
分
の
１
、
負

担
す
る
特
別
調
整
交
付
金
等
で
の
補
て

ん
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
村
も
10
分
の

１
の
負
担
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岩

手
県
沿
岸
市
町
村
復
興
期
成
同
盟
会
で

協
議
の
う
え
、
国
と
県
に
対
し
て
要
望

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

︿
質
問
﹀　
震
災
復
興
交
付
金
基
金
と
財

政
調
整
基
金
の
現
在
高
を
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援

機
構
等
、
震
災
復
興
の
た
め
の
金
融
機

関
の
在
り
方
が
、
真
の
「
支
援
」
に

な
っ
て
い
な
い
と
の
意
見
が
強
ま
り
つ

つ
あ
る
。
市
町
村
が
自
由
に
使
え
る
基

金
を
活
用
し
て
も
、
国
県
へ
の
要
望
を

併
行
し
て
強
め
つ
つ
、
何
ら
か
の
手
立

て
、
制
度
資
金
が
必
要
と
考
え
る
が
村

長
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

︿
村
長
﹀　
次
に
、
基
金
の
現
在
高
で
す

が
、
平
成
25
年
度
末
現
在
に
お
い
て
東

日
本
大
震
災
津
波
復
興
基
金
市
町
村
交

付
金
基
金
は
５
億
９
６
０
０
万
円
、
財

６月
 村議会だより

〈
質
問
〉　

村
政
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
そ

し
て
徐
々
に
自
立
再
建
者
も
自
宅
を
新

築
し
移
転
す
る
方
々
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

仮
設
住
宅
の
備
品
等
に
つ
て
は
無
償
譲

渡
の
方
針
が
固
ま
っ
た
か
に
聞
く
が
村

と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

︿
村
長
〉　
応
急
仮
設
住
宅
の
備
品
等
の

無
償
譲
渡
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
時
点

で
備
品
の
設
置
者
で
あ
る
県
の
方
針
が

決
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。
県
の
方
針
の
決
定
を
受
け
て
、
対

処
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
と
で
す
。

︿
質
問
﹀　
被
災
者
の
医
療
費
免
除
措
置

に
つ
い
て
は
今
後
も
延
長
し
て
ほ
し
い

と
の
声
が
多
い
。
特
に
社
会
保
険
加
入

も
当
然
含
ま
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
村

と
し
て
被
災
市
町
村
と
連
携
し
て
運
動

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

︿
村
長
﹀　
現
在
国
民
健
康
保
険
の
方
々

政
調
整
基
金
は
30
億
６
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
住
宅
再
建
支
援
に
対
す
る

金
融
機
関
の
あ
り
方
、
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
具
体
の
状
況
を
把
握
し
た
う

え
で
、
必
要
に
応
じ
て
国
・
県
・
金
融

機
関
等
に
改
善
要
望
等
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
村
独
自
の

制
度
資
金
（
融
資
制
度
）
に
つ
い
て
で

す
が
、
国
の
制
度
に
加
え
て
、
村
と
し

て
も
金
利
負
担
へ
の
補
助
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
現
行
制
度
の
よ
り
一
層

の
周
知
や
適
切
な
運
用
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
質
問
〉　
陸
前
高
田
市
、
宮
古
市
、
山

田
町
、
大
槌
町
等
で
は
、
自
治
体
独
自

の
漁
業
担
い
手
対
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
と
聞
く
。
村
の
考
え
を
改
め
て
伺
い

た
い
。

︿
村
長
﹀　
漁
協
が
事
業
主
体
と
な
り
、

平
成
24
年
度
か
ら
国
の
制
度
で
あ
る「
漁

業
復
興
担
い
手
確
保
支
援
事
業
」
に
よ

り
担
い
手
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
平
成
28
年

度
ま
で
の
３
年
間
「
が
ん
ば
る
漁
業
復

興
支
援
事
業
」
に
よ
り
取
り
組
む
と
こ

ろ
で
お
り
ま
す
。
震
災
か
ら
の
復
興
は
、

地
域
に
元
気
を
取
り
戻
し
地
域
を
変
え

て
い
こ
う
と
す
る
担
い
手
・
若
人
・
関

係
者
等
の
機
運
の
高
ま
り
、
そ
れ
を
的

確
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
制

度
の
利
用
や
要
望
等
を
踏
ま
え
、
漁
協

等
か
ら
具
体
案
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　
村
政
運
営
に
つ
い
て
。
地
域

に
お
け
る
地
域
振
興
は
人
口
減
少
、
過

疎
化
、
高
齢
化
社
会
と
い
う
問
題
に
歯

止
め
と
な
る
対
策
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、

小
規
模
集
落
の
多
い
本
村
に
お
い
て
ど

う
実
現
す
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

︿
村
長
﹀　
こ
の
こ
と
は
地
域
振
興
の
上

で
重
要
な
村
政
課
題
で
あ
り
ま
し
て
、

村
の
振
興
発
展
の
基
礎
は
、
地
域
振
興

で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
住
民
個
々
の
幸

福
感
や
満
足
度
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
何

ら
か
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ

り
、
各
分
野
の
条
件
整
備
が
不
可
欠
で

あ
り
、
と
り
わ
け
小
規
模
集
落
の
多
い

本
村
の
場
合
、
行
政
は
も
と
よ
り
地
域

や
民
間
の
自
助
努
力
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
今
後
開
通
す
る
三
陸
沿
岸
道
路

を
活
用
し
た
、
市
町
村
連
携
に
よ
る
広

域
経
済
圏
の
構
築
、
定
住
化
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、小
規
模
集
落
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
堅
持
は
地
域
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り
、

一　

般　

質　

問中村 勝明議
員

菊地 大議
員

千
円
増
額
し
変
更
契
約
を
２
億
４
５
６
８

　
　
万
５
千
円
に
す
る
も
の

　
　
・
受
注
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

　

●  
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　 
︻
内
容
︼
４
億
１
２
８
万
７
千
円  

 
 
 

を
追
加
し
総
額
を
１
４
８
億
３
５
７

６
万
８
千
円
と
す
る
も
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

▽
職
員
の
人
事
異
動
及
び
派
遣
職
員
の

入
替
え
等
に
よ
る
人
件
費
の
各
科
目
へ

の
計
上
で
総
額
３
２
２
万
円
の
減
額

▽
財
政
調
整
基
金
積
立
金
、
村
づ
く
り

基
金
積
立
金
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基

金
積
立
金
合
わ
せ
て

・
１
億
２
５
１
０
万
５
千
円
の
追
加
。

▽
白
池
峠
団
地
集
会
所
整
備
工
事
、
島

越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
用
地

造
成
工
事
合
わ
せ
て

・
５
９
２
４
万
円
計
上

▽
島
越
観
光
セ
ン
タ
ー
備
品

・
１
２
０
８
万
８
千
円
計
上

▽
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
費
補
助
金

返
還
金

・
２
２
６
９
万
１
千
円

▽
長
嶺
牧
野
機
械
機
器
購
入

・
１
１
０
１
万
６
千
円

▽
復
興
支
援
提
供
資
材
活
用
推
進
事
業

委
託
料

・
３
３
０
０
万
円
計
上

▽
村
道
沼
袋
田
代
線
改
良
工
事
外

・
１
億
８
５
０
万
６
千
円
計
上

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

︻
内
容
︼︹
事
業
勘
定
︺

・
１
４
６
万
１
千
円
を
減
額
し
総
額
を

６
億
１
０
７
６
万
４
千
円
と
す
る
も
の

主
な
も
の
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
減
額
及
び
特
定
保
健
指
導
委
託

料
の
計
上

︻
内
容
︼︹
直
営
診
療
施
設
勘
定
︺

・
１
７
５
８
万
円
を
減
額
し
総
額
を
１

億
３
２
２
３
万
５
千
円
と
す
る
も
の

主
な
も
の
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
減
額

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

︻
内
容
︼
１
７
６
万
円
を
追
加
し
総
額
を

12
億
６
８
３
２
万
１
千
円
と
す
る
も
の

主
な
も
の
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
追
加

○
集
落
排
水
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

︻
内
容
︼
２
２
５
千
円
を
追
加
し
総
額
を

５
億
６
０
２
９
万
４
千
円
と
す
る
も
の

主
の
も
の
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
追
加

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

︻
内
容
︼
４
３
５
万
７
千
円
を
減
額
し
総

額
を
５
億
２
８
１
万
８
千
円
と
す
る
も

の主
な
も
の
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
る
人

件
費
の
減
額
及
び
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
等
策
定
業
務
委
託
料
計
上

集
団
独
自
の
生
活
・
文
化
を
維
持
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
地
域
主
体

を
基
本
と
し
、
他
地
域
と
の
連
動
を
視

野
に
入
れ
た
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
を

今
年
度
中
に
策
定
い
た
だ
き
、
地
域
住

民
の
生
活
計
画
・
わ
れ
ら
の
地
域
産
業

計
画
な
ど
、
そ
の
具
現
化
を
図
り
、
村

民
の
「
幸
せ
度
」
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
計
画
の
持
つ
意
味
合
い
で
も
あ
り
、

村
民
参
加
型
の
行
政
運
営
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︿
質
問
﹀　
里
山
主
義
に
関
し
て
で
す
が
、

近
年
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
こ
の
里
山

主
義
と
い
う
展
開
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
る
田
野
畑
村
で
可
能
な
里

山
主
義
と
は
何
か
。
ま
た
、
挑
み
た
い

と
考
え
る
も
の
は
な
ん
で
あ
る
か
お
伺

い
し
ま
す
。

︿
村
長
﹀　
里
山
・
里
海
に
は
先
人
が

脈
々
と
育
ん
で
き
た
そ
の
文
化
を
礎
と

し
て
、
産
業
資
源
の
再
評
価
・
新
た
な

価
値
を
創
造
、
実
行
・
展
開
す
る
こ
と

が
６
次
化
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代

に
お
い
て
も
環
境
資
源
と
生
業
と
い
う

視
点
か
ら
も
、
そ
の
価
値
を
見
出
す
こ

と
で
す
。
ま
た
、
農
村
環
境
の
み
ず
み

ず
し
い
里
山
・
里
海
資
源
を
堅
持
し
、

人
間
が
生
き
て
ゆ
く
生
活
空
間
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
生
か
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

震
災
前
か
ら
現
在
に
至
っ
て
も
他
県
か

ら
の
電
力
需
給
を
受
け
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
電
力
不
足
を
解

消
す
る
点
か
ら
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
も
災
害
を

超
え
る
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

金
銭
に
換
算
す
る
こ
と
が
大
切
な
価
値

を
見
出
す
生
活
・
成
熟
し
た
社
会
形
成

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
高
度
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
含
め
た
、

村
が
目
指
す
里
山
主
義
で
あ
り
、
可
能

な
地
域
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

︿
質
問
﹀　
６
次
産
業
化
は
産
業
振
興
、

里
山
主
義
と
大
き
く
か
か
わ
る
大
事
な

産
業
と
考
え
る
。
村
長
は
こ
の
６
次
産

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
の
考

え
だ
っ
た
が
、
今
年
度
が
始
ま
り
ど
う

い
っ
た
流
れ
で
進
め
実
行
し
て
い
く
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

︿
村
長
﹀　
今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

先
進
地
の
視
察
や
セ
ミ
ナ
ー
参
加
等
に

よ
り
、
６
次
産
業
化
に
向
け
て
の
気
運

の
醸
成
を
図
る
ほ
か
、
６
次
産
業
化
に

向
け
て
の
組
織
化
を
産
業
団
体
等
で
構

成
し
、
地
域
全
体
に
派
生
・
波
及
で
き

る
よ
う
に
組
織
的
な
体
制
を
整
え
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
有
志

の
方
々
に
よ
る
「
適
地
品
目
栽
培
の
実

証
」
を
自
ら
実
践
す
る
動
き
が
あ
り
、

農
業
振
興
策
の
一
つ
と
し
て
６
次
化
に

向
け
て
、
官
民
の
運
動
、
共
鳴
共
有
し

な
が
ら
取
り
進
め
て
い
く
中
で
、
住
民

主
体
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

全
般
に
活
力
を
与
え
る
よ
う
行
政
が
支
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▽
専
決
処
分
さ
れ
た
事
件
の
承
認
に
つ

い
て
（
田
野
畑
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

︻
内
容
︼
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
し
た
も
の

▽
田
野
畑
村
災
害
公
営
住
宅
買
取
事
業

（
羅
賀
地
区
田
野
畑
野
場
）
に
係
る
基

本
協
定
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
災
害
公
営
住
宅
20
棟
に
つ
い
て

協
定
締
結
し
た
業
者
が
建
築
、
村
が
買

取
る
も
の

・
限
度
額
　
４
億
２
千
万
円

・
協
定
期
間
　
平
成
26
年
度
内

・
協
定
の
相
手
方

　
　
代
表
者 

熊
谷
建
設
株
式
会
社

 
 
 
 

外
３
社

▽
23
災
第
１
２
４
号
平
井
賀
漁
港（
平

井
賀
地
区
）
沖
防
波
堤
災
害
復
旧
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
６
４
８
０
万
７
千

円
増
額
し
変
更
請
負
契
約
を
2
億
４
２

６
７
万
７
千
円
と
す
る
も
の

▽
明
戸
地
区
ま
ち
づ
く
り
連
携
道
路（
村

道
田
野
畑
明
戸
線
）道
路
改
良
工
事
の

請
負
契
約
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
７
０
２
０
万
円
と

す
る
も
の

　
受
注
者
　
大
崎
建
設
株
式
会
社

・
工
事
請
負
契
約
を
７
２
９
０
万
円
増

額
し
変
更
請
負
契
約
を
２
億
６
２
４
４

万
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
鉄
建
建
設
株
式
会
社
東
北

支
店

※
第
５
回
臨
時
会
は
、
1
日
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、
承
認
２
件
議

案
６
件
が
審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
田
野
畑
村
観
光
船
発
着
施
設
整
備
工

事
の
変
更
契
約
の
締
結
に
関
す
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
工
事
請
負
契
約
を
１
２
万
２

千
８
５
０
円
増
額
し
変
更
請
負
契
約

を
１
億
１
７
５
１
万
２
千
８
５
０
円
と

す
る
も
の

　
受
注
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

▽
専
決
処
分
さ
れ
た
事
件
の
承
認
に
つ

い
て
（
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
16
号
）

︻
内
容
︼
５
億
６
４
１
８
万
９
千
円
を
追

加
し
総
額
１
３
２
億
３
７
７
５
万
８
千

円
と
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は
、
年
度
末
で
、
地
方
揮
発

油
譲
与
税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
な
ど

の
歳
入
が
確
定
。
歳
出
で
財
政
調
整
基

積
立
金
等
の
追
加

海
鳴
台
線
（
橋
梁
下
部
工
）
工
事
の
変

更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
５
５
５
万
３
千

80
円
増
額
し
変
更
請
負
契
約
を
１
億

１
４
７
７
万
８
千
80
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
熊
谷
建
設
株
式
会
社

▽
島
越
駅
前
広
場
整
備
工
事（
そ
の
２
）

工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
４
２
３
万
円
増
額

し
変
更
請
負
契
約
を
１
億
５
２
２
８
万

円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
佐
藤
建
設
株
式
会
社

▽
水
産
荷
捌
施
設
整
備
工
事
の
変
更
請

負
契
約
に
関
し
議
決
を
も
と
め
る
こ
と

に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
６
１
万
４
千
円
増

額
し
変
更
請
負
契
約
を
３
億
８
２
１
０

万
４
千
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ヤ

▽
羅
賀
地
区
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
復
旧

工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し

議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
８
０
万
円
増
額

し
変
更
請
負
契
約
を
６
４
８
０
万
円
と

す
る
も
の

　
受
注
者
　
株
式
会
社
小
山
組

▽
田
野
畑
村
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施

設
「
本
館
」
建
設
工
事
の
変
更
請
負
契

約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽
平
井
賀
地
区
集
落
排
水
施
設
上
川
原

浄
化
槽
整
備
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
１
５
９
万
９
千
円
増

額
し
変
更
請
負
契
約
を
５
７
５
６
万
４

千
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
大
豊
建
設
株
式
会
社
東
北

支
店

▽
島
越
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
４
８
８
万
４
０
０
円

増
額
し
変
更
請
負
契
約
を
１
億
５
１
８
８

万
４
０
０
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
株
式
会
社
小
山
組

▽
田
野
畑
村
公
共
施
設
非
常
用
発
電
設

備
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
６
５
６
万
７
千
円
増

額
し
変
更
請
負
契
約
を
２
億
３
６
４
１

万
２
千
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
株
式
会
社
佐
々
木
電
気
本
店

▽
田
野
畑
村
野
外
活
動
交
流
促
進
施
設

整
備
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
３
６
０
万
円
増
額

し
変
更
請
負
契
約
を
１
億
２
９
６
０
万

円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
大
豊
建
設
株
式
会
社
東
北

支
店

▽
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備

・
島
越
地
区
集
落
排
水
施
設
、
島
の
沢

及
び
大
須
賀
浄
化
槽
整
備
工
事
の
変
更

請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て

︻
内
容
︼
工
事
請
負
契
約
を
２
３
万
４
０

円
増
額
し
変
更
請
負
契
約
を
８
１
０
８

万
40
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
大
豊
建
設
株
式
会
社
仙
台

支
店

・
机
浜
番
屋
群
等
再
生
事
業
机
簡
易
水

道
排
水
管
布
設
工
事
の
変
更
請
負
契
約

の
締
結
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告
に

つ
い
て

︻
内
容
︼
工
事
請
負
契
約
を
76
万
４
千

４
０
０
円
増
額
し
変
更
請
負
契
約
を

７
０
５
４
万
50
円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
大
崎
建
設
株
式
会
社

▽
23
防
災
第
２
６
２
号
机
漁
港
沖

防
波
堤
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
９
億
１
４
７
６
万

円
と
す
る
も
の

　
受
注
者 

大
豊
建
設
株
式
会
社
・
大

崎
建
設
株
式
会
社
特
定
共
同
企
業
体

▽
村
道
和
野
平
井
賀
線
避
難
誘
導
施
設

整
備
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
３
１
２
万
円
増
額

し
変
更
請
負
契
約
を
１
億
１
２
３
２
万

円
と
す
る
も
の

　
受
注
者
　
高
徳
建
設
株
式
会
社

援
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の
目
的
の
実
現

に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
。

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の

た
め
の
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め

る
た
め
の
意
見
書

　
　
提
出
者
　
中
村
　
勝
明

　
　
賛
成
者
　
菊
地
　
大

　
　
賛
成
者
　
宮
森
　
鋭
幸

<

意
見
内
容>

①
　
看
護
師
な
ど
夜
勤
交
代
制
労
働
者

の
労
働
時
間
を
、
１
日
８
時
間
、
週
32

時
間
、
勤
務
間
隔
12
時
間
以
上
と
し
、

労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

②
　
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
を
大

幅
に
増
や
す
こ
と
。

③
　
国
民
（
患
者
・
利
用
者
）
の
自
己

負
担
を
減
ら
し
、
安
全
・
安
全
の
医
療
・

介
護
・
介
護
を
実
現
す
る
。

※
第
４
回
臨
時
会
は
、
１
日
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
報
告
２
件
、
議
案
11
件
が

審
議
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
村
道
田
野
畑
平
井
賀
線
道
路
改
良
工

事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
８
２
０
８
万
円
と

す
る
も
の

　
受
注
者
　
熊
谷
建
設
株
式
会
社

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

︻
内
容
︼
４
億
４
１
６
３
万
１
千
円
を
追

加
し
総
額
を
１
４
４
億
２
６
６
３
万
１

千
円
と
す
る
も
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

▽
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
導
入
業
務
委
託

料
外

・
３
億
４
千
２
４
０
万
円

▽
机
浜
番
屋
群
整
備
工
事
お
よ
び
野
外

活
動
交
流
促
進
施
設
整
備
工
事

・
２
５
０
０
万
円

○
平
成
26
年
度
田
野
畑
村
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

︻
内
容
︼
４
４
５
７
万
６
千
円
を
追
加

し
総
額
５
億
６
０
０
６
万
９
千
円
と
す

る
も
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

▽
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
排
水
処

理
施
設
改
修
工
事
及
び
島
越
漁
港
地
区

漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
改
修
工
事

・
３
５
１
０
万
７
千
円

　
　
　
　

意　

見　

書

第
４
回
臨
時
会

（
３
月
26
日
）

第
５
回
臨
時
会

（
５
月
８
日
）

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
と
は
、
室
温
や
気
温
が
高
い

中
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働

か
な
く
な
る
状
態
の
こ
と
。
め
ま
い
、

頭
痛
、吐
き
気
、体
の
だ
る
さ
な
ど
様
々

な
症
状
が
現
れ
、
ひ
ど
い
時
は
意
識
障

害
や
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

★
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
！

☆
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い

　
ま
し
ょ
う
！

★
こ
ま
め
に
水
分
補
給
！

☆
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
！

【
こ
ん
な
時
は
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
】

　
水
が
飲
め
な
い
、
脱
力
感
や
倦
怠
感

が
強
く
動
け
な
い
、
意
識
が
な
い
、
全

身
の
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
直
ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

　
本
格
的
な
夏
シ
ー
ズ
ン
到
来
前
に
熱

中
症
や
水
辺
で
の
け
が
の
手
当
や
、
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
応
急

手
当
を
習
得
し
て
頂
け
る
よ
う
救
急
講

習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
人

を
、
家
族
を
、
命
を
守
る
た
め
、
救
命

講
習
を
受
講
し
て
知
識
と
技
術
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
︙
宮
古
消
防
署
田
野

畑
分
署（
☎
34-

２
１
０
０
）

お知らせ



■
発
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編
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策
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進
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岩
手

県
下

閉
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U
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w
w
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ate.jp/

■
印
刷

　
川

口
印

刷
工

業
㈱

広
報

た
の

は
た

街角インタビュー　がんばってます

がんばろう！東北　　がんばろう！岩手　　がんばろう！田野畑 202014・８　広報

156

平
成

26年
８

月
１

日
№

569

佐
さ

藤
と う

　優
ゆ

澄
ず

華
は

ちゃん（１歳７カ月）
広為さん・真理子さん＝机＝

お母さんからのひとこと

173

熊
く ま

谷
が い

 イスさん
（97）＝板橋＝

★とてもお元気ですが、お生まれは？
　 　大正５年12月28日、巣合生まれの 97 歳です（笑）
★生まれてからずっと田野畑ですか？
　　若い頃に田老鉱山に３年勤めました。終戦を迎え、鉱
　山が閉山となったことから巣合へ戻りました。
★板橋へはいつからお住まいですか？
　　結婚後、夫と板橋開拓に入り、それからずっと板橋で
　す。涼しくて良いところですよ。
★ご家族は？
　　５人の子どもに恵まれ、現在は息子や孫、ひ孫と住ん
　でいます。孫やひ孫の数は…多くてすぐには数えられ
　ないですね（笑）
★普段は何をしてられますか？
　　畑仕事を頑張っています。ネギやジャガイモ、ササギ
　などを植えて楽しんでいます。
★長生きの秘訣ってありますか？
　　たくさん寝るようにしています。夜の７時に寝て朝
　の５時に起きる生活です。
★最後に一言お願いします
　　生まれて初めて広報に載ることになって、うれしい
　けど恥ずかしいです。皆さんに感謝です。

　

２
ペ
ー
ジ
の
消
防
団
の
操
法
県

大
会
出
場
。
レ
ベ
ル
の
高
い
宮
古

地
区
を
勝
ち
抜
く
の
は
半
端
な
練

習
じ
ゃ
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
ま

た
、
周
り
で
支
援
す
る
消
防
団

員
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
の
負
担
も

か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
村
の
た
め
、
村
民
の
た
め
に

苦
労
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
中
、
９
ペ
ー
ジ
の
熊
谷

百
花
さ
ん
の
全
国
大
会
出
場
は
異

次
元
の
レ
ベ
ル
。
お
話
し
す
れ
ば

素
朴
な
中
学
生
で
も
、
秘
め
た

る
才
能
は
無
限
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
は
力
の
限
り
悔

い
の
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。（
健
）

全国瞬時警報システム（J-ALERT) にご理解を
　７月12日㈯、午前４時26分、岩手県沿岸部に津波
注意報が発令され、早朝の村内に防災無線のサイレ
ンが響き渡りました。
　これは地震、津波、武力攻撃、気象に関する特別
警報などの情報を、最大音量で自動放送する全国瞬
時警報システムです。
　サイレンの後に流れる男性の声は、日本全国同一
のもので、録音されたものが自動放送されてるもの
ですので、皆さんのご理解をお願いします。
◆問い合わせ先…総務課（☎ 34-2111　内線 66）　

　しっかり者だけど、おてんば娘（笑）
お魚と果物が大好きで、歌が流れれば音
に合わせて踊ります！　優しくて誰から
も愛される人に育ってね。


